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命
日

會 岳 山 本 日 20 月 一 十 年 七 和 昭

飛
騨
の
四
日

今
西
　
錦
司

乗
鞍
の
裾
を
め
ぐ
る
自
枠
の
高
原
に
秋

は
耐
で
あ
る
。
径
は
細
い
。
向
ふ
の
黒
木

立
の
中
に
峠
は
あ
る
の
だ
が
こ
う

一
様
に

な
だ
ら
か
な
線
で
は
何
虎
が
そ
れ
か
見
堺

ひ
も
つ
か
な
い
。
け
れ
ど
も
ど
う
に
か
迷

は
す
に
飛
騨
へ
越
す
。
迅

い
日
足
に
や
つ

と
追
ひ
つ
い
て
下
り
に
心
が
豊
か
で
あ
る

そ
し
て
思
つ
た
よ
り
早
く
野
蓼
の
寒
村
に

ま
だ
残
照
が
ア
ヵ
ノ
ヽ
と
射
し
て
ゐ
る
中

に
着
い
た
。
ｔ
れ
か
ら

一
夜
の
宿
泊
を
乞

ふ
て
草
韓
の
紐
を
解
く
ま
で
が
中
々
に
心

細
い
の
で
あ
る
。
見
知
ら
わ
族
人
が
も
し

こ
ん
な
事
を
云
つ
て
来
た
ら
我
々
の
家
で

は
ど
う
す
る
だ
ら
う
ｏ
田
舎
だ
つ
て
宿
屋

が
ど
こ
そ
こ
に
あ
り
ま
す
か
ら
と
教
へ
る

位
は
営
り
前
だ
。
そ
れ
も
こ
ち
ら
に
よ
く

承
知
し
て
ゐ
る
の
だ
が
行
商
と

一
緒
の
部

屋
に
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
の
は
餘
り
好
ま

し
く
な
い
。
そ
う
だ
と
云
つ
て
物
乞
ひ
の

様
に
一
軒
々
々
訪
れ
て
廻
る
わ
け
の
も
の

で
な
い
。
頼
み
込
ん
だ
家
と
云
ふ
の
が
不

思
議
に
九
分
九
厘
ま
で
我
々
に
好
意
を
持

つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
族
人
は
自
分
の
泊
リ

場
を
嗅
ぎ
付
け
る
能
力
を
持
つ
て
ゐ
る
の

か
と
疑
は
れ
る
。
そ
の
夜
の
宿
は
偶
然
に

も
友
人
が
再
三
泊
つ
て
い
つ
た
家
で
あ
る

こ
と
が
燿
邊
の
四
方
山
話
の
中
で
剣
明
し

朝
早
く
か
ら
木
曾
街
道
を
行
く
。
街
道

と
云
つ
て
も
こ
ゝ
い
ら
は
馬
力
さ
へ
瓶
Ь

ｐ
。
人
も

一
向
瓶
ら
わ
。
郵
便
屋
さ
ん
に

含
ふ
位
だ
。
道
に
谷
合
ひ
に
つ
い
て
ゐ
て

雨
岸
の
紅
葉
と
云
ひ
漢
流
と
云
ひ
眺
め
に

中
々
よ
い
。
久
し
振
り
に
訪
れ
た
梓
川
の

紅
葉
も
よ
い
に
は
違
ひ
な
か
つ
た
が
鐵
道

省
の
割
引
切
符
を
持
つ
た
国
盤
遊
覧
客
が

上
高
地
を
我
物
顔
に
横
行
す
る
に
は
少
々

面
喰
つ
た
。
勿
論
あ
す
こ
は
公
園
だ
と
云

ふ
事
を
こ
れ
か
ら
は
忘
れ
な
い
様
に
し
よ

う
。
そ
し
て
公
園
の
紅
葉
に
し
た
つ
て
こ

ヽ
の
紅
葉
に
し
た
つ
て
大
し
て
憂
り
が
な

い
な
ら
こ
う
し
て
山
の
中
を

一
人
で
呑
気

に
歩
き
乍
ら
眺
め
る
紅
葉
の
方
が
い
ヽ
と

云
ふ
結
論
に
達
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
度
は

同
じ
い
ヽ
と
云
つ
て
も

一
般
こ
の
景
色
の

何
虎
が
い
ヽ
か
と
考
へ
る
。
飛
騨
と
か
釜

田
川
と
か
云
ふ
固
有
名
詞
を
離
れ
て
又
自

分
が
此
虎
を
通
る
の
が
初
め
て
で
あ
る
と

云
ふ
條
件
を
暫
く
措
い
て
み
る
と
秋
だ
か

ら
山
は
紅
葉
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
日
本

國
中
何
虎

へ
行
つ
て
も
あ
る
様
な
景
色
に

思
は
れ
、
何
だ
か
不
々
坦
々
た
る
よ
さ
に

な
つ
て
了
ふ
。
さ
う
云
へ
ば
上
高
地
に
は

穂
高
と
云
ふ
特
異
な
存
在
を
認
め
れ
ば
な

ら
な
い
が
そ
れ
だ
つ
て
何
度
も
見
た
限
に

は
通
り

一
通
の
讃
辞
を
興
へ
る
程
度
の
氣

持
に
し
か
な
れ
か
つ
た
。
郡
含
人
に
占
領

さ
れ
た
上
高
地
を
後
に
は
る
ス
ヽ
山
越
え

て
道
を
氣
遣
ひ
泊
り
に
心
配
Ｌ
乍
ら
飛
騨

の
山
間
へ
や
つ
て
来
た
そ
の
旅
情
に
は
浸

る
事
が
出
来
て
も
こ
れ
で
は
餘
り
に
空
疏

だ
、
経
験
が
貧
蒻
で
あ
る
。
谷
間
が
ひ
ら

け
る
と
山
村
が
現
れ
る
。
山
腹
の
茅
萱
は

既
に
刈
販
ら
れ
た
後
で
山
民
は
稗
を
刈
つ

て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
今
日
も
夕
暮
近
く
な

つ
て
峠
に
上
る
。
か
の
御
料
林
を
除
け
ば

飛
騨
と
は
こ
ん
な
に
も
森
林
の
少
な
い
所

で
あ
つ
すこ
か
。
行
方
に
は
山
ら
し
い
も
の

も
な
く
な
つ
て
さ
ゞ
れ
雲
の
下
に
は
り
ろ

や
か
な
起
伏
が

一
面
に
披
つ
て
ゐ
る
。
私

は
飛
騨
高
原
の
牧
場
地
帯
に
近
づ
き
つ
ゝ

あ
つ
た
の
で
あ
る
。

牧
場
に
も
色
々
あ
つ
て
神
津
牧
場
が
バ

タ
ー
臭
い
の
で
有
名
な
ら
こ
の
邊
の
牧
場

は
原
始
的
な
虎
が
そ
の
特
徴
で
あ
ら
う
ｏ

田
燿
裏
を
か
こ
ん
で
盃
を
収
り
か
‐１
し
乍

ら
夜
お
そ
く
な
る
ま
で
村
の
生
活
に
就
い

て
話
は
盛
き
な
か
つ
た
。
米
に
お
正
月
の

餅
に
嶋
く
位
し
か
出
来
な
い
村
、
稗
さ
ヘ

買
は
れ
ば
足
ら
ぬ
村
ゝ
植
林
の
殆
ど
無
い

村
、
こ
の
窮
乏
し
た
山
村
を
支
へ
て
ゐ
る

も
の
は
牧
畜
と
蕨
粉
と
養
菫
に
ょ
る
牧
人

の
外
な
か
つ
た
。
山
民
は
次
第
に
森
を
伐

一

り
林
を
焼
い
て
牧
場
に
憂
へ
て
行
つ
た
か

一

ら
今
で
は
自
家
用
の
薪
を
と
る
以
上
に
は

一

山
林
が
殆
ど
残
つ
て
ゐ
な
い
。
牧
場
に
放

一

た
れ
た
牛
馬
は
茅
萱
を
嗜
食
す
る
が
ポ
ン

一

ラ
は
嫌
つ
て
喰
は
な
い
。
ボ
ン
ラ
は
蕨
の

地
上
部
の
事
で
之
に
対
し
て
地
下
部
は
蕨

根
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
四
年
も
紅
つ
と
牧
場

に
は
ボ
ン
ラ
許
り
が
繁
茂
し
て
最
早
や
牛

馬
の
飼
料
に
不
足
を
来
た
す
様
に
な
る
。

そ
こ
で
牧
場
を
他
に
移
し
て
そ
の
跡
地
か

ら
蕨
根
を
堀
り
起
す
の
だ
が
、
す
つ
か
り

起
し
て
了
ふ
ま
で
に
は
こ
れ
が
又
四
年
程

か
、
る
。
そ
れ
か
ら
四
年
間
位
は
放
置
し

て
お
い
て
再
び
牧
場
に
す
る
の
で
あ
る
。

種
付
け
さ
へ
し
て
お
け
ば
後
は
獨
り
で
に

生
れ
、
獨
り
で
に
育
つ
牛
馬
と
較
べ
る
な

ら
ば
蕨
粉
の
方
は
恐
し
く
手
間
を
食
ふ
代

物
な
の
だ
。
掘
り
起
し
て
来
た
蕨
根
を
水

車
で
嶋
い
て
そ
の
澱
粉
を
採
る
た
め
に

一

家
の
主
婦
は
朝
の
三
時
に
起
き
出
で
ゝ
働

笠
朝
は
細
か
い
雨
が
降
つ
て
あ
た
。
親

切
な
人
逮
は
街
道
へ
出
て
自
動
車
に
乗
る

様
に
勘
め
て
奥
れ
た
が
新
し
い
智
識
を
得

て
も

一
度
景
色
を
見
直
し
度
い
と
云
ふ
頗

望
が
私
に
困
難
の
多
い
道
を
選
ば
せ
た
。

村
の
娘
は
今
日
も
箕
笠
着
け
て
鍬
を
指
い

で
蕨
根
掘
り
に
行
く
。
そ
の
歩
調
に
は
山

村
の
憂
欝
が
な
か
ら
う
か
。
海
の
彼
方
の

南
の
図
へ
渡
つ
て
行
つ
た
燕
の
群
さ
へ
迷

ひ
も
道
す
に
国
会
に
育
つ
た
燕
は
矢
張
り

も
と
の
田
合
に
昴
り
、
町
で
生
れ
た
燕
は

又
町
の
廂
へ
蹄
つ
て
来
る
に
相
違
な
い
。

私
は
都
會
か
ら
末
た
族
人
だ
。
そ
こ
ま
で

第
二
十
七
回
小
集
會
通
知

日
時
　
来
る
十

一
月
二
十
五
日
（
金
）

午
後
七
時
間
含

場
所
　
赤

坂

溜

池

・
三

會

堂

講
演

◇
各
の
ク
ル
漢
谷
其
他

會
員
　
三
田
　
幸
夫
氏

◇
外
金
剛
集
仙
峰
に
就
て

會
員
　
小
川
登
喜
男
氏

（
司
會
者
伊
藤
）

立
入
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
私
は
径
を

歩
か
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
原
を
彩
る
秋
の

草
は
大
低
結
賞
Ｌ
て
了
つ
た
の
だ
ら
う
。

所
々
に
喫
き
残
り
の
松
虫
草
や
梅
鉢
草
を

見
か
け
る
だ
け
で
雨
に
濡
れ
た
尾
花
の
中

を
分
け
て
何
虎
ま
で
も
辿
つ
て
行
く
や
が

霧
て
の
中
か
ら
牧
柵
と

一
寸
Ｌ
た
窪
に
無

人
の
番
小
屋
が
見
付
つ
た
。
千
草
の
な
つ

か
し
い
香
を
嗅
ぐ
と
野
性
が
ム
ラ
ノ
ヽ
と

蘇
つ
て
く
る
の
を
知
る
。
も
う
こ
ゝ
を
離

れ
る
事
は
出
来
な
い
ｏ
人
を
た
き
そ
し
て

泊
つ
て
了
ふ
。
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牧
柵
の
片
側
は
尾
花
の
原
、
片
側
は
ポ

ツ
ラ
の
原
、
そ
の
堺
に
浩
ふ
た
小
径
を
高

原
の
頂
き
ま
で
上
る
。
乗
鞍
嶽
と
御
嶽
と

の
間
、
山
ら
し
い
も
の
の
な
い
山
に
族
し

て
こ
う
云
ふ
山
の
見
方
を
幾
ら
か
味
ひ
得

た
。
景
色
の
よ
さ
を
求
め
た
り
す
る
文
人

墨
客
の
員
似
事
に
は
興
味
が
な
く
な
つ
て

も
餘
り
惜
し
く
は
な
い
と
云
ふ
確
信
を
抱

い
て
阿
多
粕
の
谷
を
自
動
車
線
へ
と
下
つ

て
行
く
．
　
　
　
一
九
三
二
、
一
一
、
九

山
小
屋
建
設
に

開
す
る
報
告

朝
Ｈ
講
堂
で
山
小
屋
建
設
基
金
募
集
講

演
含
を
催
し
て
か
ら
、
今
秋
で
丁
度
三
年

目
と
な
る
。
日
本
山
岳
含
が
何
虎
に
山
小

屋
敷
地
を
選
定
す
る
か
の
問
題

に
就
て

は
、
各
方
面
の
意
見
を
聴
収
し
て
、
決
定

ま
で
に
は
数
回

の
協
議
倉
を
開

い
て
ゐ

る
。
第

一
の
必
要
條
件
は

一
般
の
欲
求
す

る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彗
崩
及

風
彗
落
石
等
に
安
全
で
あ
る
事
、
水
利
の

便
の
よ
き
個
所
、
四
季
を
通
し
て
利
用
佃

値
の
高
き
地
鮎
等
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。

先
づ
、
選
ば
れ
た
の
が
北
ア
ル
プ
ス
で

あ
つ
て
、
後
立
山
の
冷
池
を
第

一
候
補
地

と
定
め
、
各
種
の
調
査
に
着
手
し
た
が
、

督
林
署
に
は
既
に
同
地
紺
に
対
す
る
多
数

の
借
地
出
願
が
あ
る
事
を
知
り
、
含
で
は

更
に
有
用
に
Ｌ
て
、
望
の
あ
る
第
二
候
補

地
穂
高
涸
澤
の
池
の
不
を
選
ん
だ
次
第
で

あ
る
。

冷
池
の
候
補
地
を
調
査
し
て
あ
る
常
時

世
間
で
は
兎
角
面
白
く
な
い
評
剣
の
あ
つ

た
事
を
聞
い
て
ゐ
る
。
印
日
本
山
岳
含
は

冷
池
の
借
地
出
願
に
際
し
て
、
競
争
に
敗

れ
た
と
か
、
土
地
の
某
有
力
者
が
．
政
治

的
の
運
動
を
し
すこ
等
と
い
ふ
デ
マ
ま
で
が

飛
出
し
た
け
れ
ど
も
、
本
會
で
は
借
地
出

願
の
運
び
に
ま
で
到
ら
す
。
冷
池
の
候
補

地
は
断
念
し
て
ゐ
る
。
競
願
運
動
云
々
は

常
時
で
も

一
笑
に
附
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で

あ
る
。
今
こ
の
機
會
に
於
て
事
賓
無
根
な

る
事
を
明
言
し
て
お
く
。

穂
高
涸
澤
の
候
補
地
は
、
本
會
が
選
定

す
る
迄
も
な
く
、
穂
高
の
山
登
り
に
は
重

要
な
る
根
擦
地
で
あ
つ
て
、

一
般
の
希
望

は
久
し
い
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
夏

は
涸
澤
の
岩
小
屋
利
用
者
と
池
の
不
の
テ

ツ
ト
の
数
に
て
も
首
肯
Ｌ
得
る
し
、
各
は

横
尾
の
岩
小
屋
と
徳
澤
の
小
屋
は
絶
封
必

要
な
る
根
擦
地
と
な
り
、
又
、
穂
高
小
屋

は
年
々
積
彗
期
の
利
用
者
の
数
を
構
し
て

あ
る
現
状
で
あ
る
。

池
ノ
不
の
選
定
が
決
定
し
て
か
ら
ゝ
直

ち
に
願
書
提
出
し
た
の
が
四
月

一
日
で
あ

る
。
出
願
か
ら
許
可
ま
で
の
経
過
は
火
の

日
誌
を
見
て
い
た
ゞ
き
度
い
。
穂
高
が
國

有
林
、
天
然
記
念
物
指
定
匡
地
で
あ
る
上

に
Ｄ
國
立
公
園
候
補
地
で
あ
つ
た
事
が
、

東
京
誉
林
局
、
松
本
書
林
署
方
面
の
査
定

に
妙
か
ら
す
長
時
間
を
要
し
た
事
で
あ
ら

う
が
、
こ
れ
程
に
困
難
の
あ
つ
た
こ
と
は

賓
に
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。

正
式
の
借
地
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
建

設
委
員
は
積
極
的
活
動
を
始
め
た
。
本
會

で
設
計
を
依
頼
し
た
建
築
技
師
瓜
生
正
氏

の
涸
澤
祀
察
は
精
来
の
建
設
に
封
し
て
最

も
重
大
な
る
意
義
を
有
つ
た
も
の
で
あ
つ

た
。
そ
し
て
今
後
の
計
蓋
方
針
は
大
螢
左

の
如
く
決
定
し
て
あ
る
。

一
．
詳
細
な
潤
澤
附
近
の
地
同
作
成

一
、
敷
地
附
近
の
彗
積
量
及
雲
崩
の
調
査

一
、
管
理
、
経
誉
方
法
に
就
て
研
究
、
本

年
中
に
具
艦
案
作
成

一
、
設
計
団
、
本
年
中
に
決
定
の
上
、　
一

般
に
螢
表

一
、
構
造
　
木
造
石
材
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
園

み
、
三
階
建
収
容
約
四
十
名

一
、
基
金
募
集
は
費
用
見
積
り
の
決
定
次

第
、
廣
く
寄
附
金
を
募
る
。

盲
員
大
盲
通
知

末
る
十
二
月
十
日
午
後
五
時

よ
り
赤
坂
三
會
堂
に
於
て
會

員
大
會
を
開
催
致
し
候
問
御

出
席
被
成
下
度
此
段
御
通
知

申
上
候

簡
　
営
日
午
後
七
時
よ
う

松
方
三
郎
氏
の
山
小
屋
に

開
す
る
講
演
有
之
候
間
申

添
候
也

一
、
工
事
豫
定
　
来
春
着
手
、
八
、
九
月

頃
ま
で
に
完
成

以
上
が
簡
単
で
は
あ
る
が
、
今
日
ま
で

の
山
小
屋
建
設
に
開
す
る
報
告
で
あ
る
。

今
ま
で
何
等
具
般
的
に
含
員
諸
氏
へ
凌
表

し
な
か
つ
た
事
は
正
式
許
可
の
到
着
を
待

て
つ
ゐ
た
鶯
で
あ
る
か
ら
、
御
了
承
願
ひ

魔
い
．

具
韓
案
作
成
の
上
に
て

　ゝ
一
日
も
早
く

詳
細
な
る
内
容
を
獲
表
し
た
い
も
の
と
考

へ
て
ゐ
る
。
今
後
と
も
諸
氏
の
絶
大
な
る

御
後
援
を
賜
ら
ん
事
を
希
望
し
て
止
ま
な

い
パ
角
田
）

山
小
屋
建
設
委
員

山
小
屋
建
設
日
誌

昭
和
七
年
四
月

一
日
　
松
本
書
林
署
ヘ

穂
高
層
澤
山
小
屋
敷
地
借
用
の
順
書
提
出

四
月
末
日
　
積
雲
中
に
て
賞
査
困
難
夏

季
ま
で
願
書
保
留
の
旨
同
署
ょ
り
池
信
あ

＝
フ六

月
十
五
日
　
同
署
へ
照
含
般
壼
途

七
月
十
九
日
　
角
田
登
山
の
途
中
、
松

本
に
於
て
再
び
照
倉
般
残
途

七
月
二
十
五
日
　
角
田
、
松
本
誉
林
署

出
頭
、
設
立
の
主
旨
計
蓋
及
持
来
の
方
針

を
説
明
、
現
地
賞
査
の
日
販
を
約
す

八
月
十
日
　
角
田
同
署
出
頭
、
署
員
午

沼
薫
治
氏
、
同
行
上
高
地
へ
向
ふ
。
同
地

泊
、
人
夫
大
和
由
松

八
月
十

一
日
　
唐
澤
池
ノ
平
賓
査
、
上

高
地
に
戻
り
宿
泊
（
小
雨
）

八
月
十
二
日
　
不
沼
氏
下
山

九
月
十
日
　
田
中
、
東
京
誉
林
局
出
頭
、

意
向
を
聞
き
ゝ
上
京
中
の
松
本
替
林
署
長

に
面
談
。

九
月
十
五
日
　
冠
許
議
員
東
京
替
林
局

出
頭
、
意
向
を
聞
く
。

九
月
二
十
日
　
東
京
誉
林
局
ょ
り
ゝ
質

問
の
件
あ
り
出
頭
の
旨
の
適
知
あ
り

九
月
十
四
日
　
松
方
同
局
出
頭
、
本
會

の
組
織
内
容
に
就
て
説
明

十
月

一
日
　
松
方
出
頭
、
念
書
及
参
考

書
類
提
出

十
月
七
日
　
松
本
誉
林
署
よ
り
許
可
あ

り
、
直
に
訂
書
提
出

十
月
十
五
日
　
角
日
、
建
築
技
師
瓜
生

正
敷
地
検
分
ｂ
調
査
の
た
め
夜
行
に
く
松

本
へ
向
ふ

十
月
十
六
日
　
風
雨
上
高
地
泊
、
人
夫

今
田
重
太
郎
、
上
條
孫
人

十
月
十
七
日
　
唐
澤
池
ジ
李
検
分
調
査

の
上
、
山
小
屋
敷
地
附
近
へ
積
雲
標
桂
を

建
つ
。
角
田
松
本
へ
下
る
。

十
月
十
八
日
　
瓜
生
氏
下
山
。
角
田
松

本
誉
林
署
出
頭
。
京
都
今
西
錦
司
今
日
重

太
郎
敷
地
検
分
。
主
と
し
て
雲
崩
Ｉ
開
す

る
調
査
を
な
す
。

十
月
十
九
日
　
夜
木
會
固
書
室
に
於
て

研
究
含
開
催
、
出
席
者
今
西
、
松
方
、
浦

松
、
角
田
、
渡
邊
、
人
生
ゝ
田
中
、
吉
澤

一
郎
、
黒
田
孝
雄
、
國
璽
研
二
郎
。
設
計

雲
崩
の
調
査
に
就
き
協
議
す

十
月
二
十
日
　
午
後
同
書
室
、
夜
日
比

谷
東
洋
軒
に
於
て
再
び
協
議
ぜ
り
、
出
席

者
小
島
、
冠
、
加
納

一
郎
、
田
中
、
紳
谷

今
西
、
角
田
、
松
方
、
渡
邊

以
上原

稿

募

集

今
後
含
報
は
披
大
の
方
針
に
て
編
韓
さ

れ
ま
す
。
研
究
、
論
文
、
湾
息
、
■
（他

多
数
御
投
稿
を
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

次
競
〆
切
　
十
二
月

一
日

原
稿
　
　
　
十
六
字
十
二
行
詰
用
紙
に

て
十
二
枚
を
限
度
と
す

ス
キ
ー
其
他
購
入
優
待
券

東
京
本
郷
美
満
津
商
店
よ
り
本
倉
宛
優

待
参
が
途
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
同
店
に
て

作
成
の
ス
キ
ー
及
其
他
附
属
品
の
購
入
に

封
し
て
、
本
倉
々
員
を
優
待
す
る
意
味
の

も
の
で
す
。
希
望
者
は
本
含
同
書
室
宛
御

申
越
下
さ
い
。
郵
便
に
て
請
求
の
節
は
返

信
料
同
対
の
こ
と
。
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新
理
事
選
任
通
知

明
年
度
理
事
改
選
に
際
し
、
改
選

せ
Ь
る
べ
き
理
事
五
名
に
対
し
役
員

穂
會
よ
り
同
数
の
理
事
候
補
者
を
推

薦
致
し
、
十
月
下
旬
含
員
各
位
に
御

通
知
申
上
げ
各
位
よ
り
の
候
補
者
推

薦
を
待
居
候
虎
締
切
日
た
る
十

一
月

十
二
日
迄
に
御
推
薦
の
向
無
之
、
改

選
す
べ
き
理
事
の
数
と
同
数
と
相
成

申
候
。
従
て
異
に
役
員
絶
會
の
推
薦

し
た
る
五
名
の
理
事
候
補
者
は
會
則

第
十
二
條
並
に
細
則
二
の

（
卜
）
に

操
り
投
票
を
行
は
す
し
て
常
選
．
明

年

一
月
よ
り
就
任
ぜ
Ь
る
ヽ
事
に
決

定
致
候

新
任
の
五
氏

（
黒
田
孝
雄
氏
、
松

井
幹
雄
氏
、
額
田
　
敏
氏
、
扁
島
昌

夫
氏
。
高
橋
健
治
氏
）
は
何
れ
も
深

き
経
験
を
有
せ
ら
る
方
々
に
て
本
會

今
後
の
活
躍
見
る
べ
き
も
の
有
之
と

被
存
候
　
何
卒
含
員
各
位
に
於
か
れ

て
も
倍
奮
の
御
支
持
御
後
援
を
賜
は

ら
ん
こ
と
を
奉
懇
願
候

街
各
理
事
の
事
務
分
指
に
決
定
次

第
會
報
誌
上
に
て
御
報
告
可
申
上
候

右
不
取
敢
御
瓶
知
迄
　
　
敬
具

昭
和
七
年
十

一
月

日
本
山
岳
含
役
員
線
含

會
員
各
位

路
の
開
拓
も
し
て
居
り
ゝ
名
賞
共
に
具
は

つ
た
立
派
な
登
山
家
で
あ
つ
た
で
ぜ
う
。

然
し
此
の
ツ
ム
ツ
ト
稜
に
開
す
る
限
り
ゝ

私
に
も

一
寸
腑
に
落

ち

わ
貼
が
あ
り
ま

す
。
以
下
私
の
書
く
事
は
】
】
「
”１
鶴
の

記
述
及
び

日
〓
８
魚
ｏＨ
■
目
衡
一
の

、、Ｎ
の「

〓
”諄
“
己

器
す
①
”
①“
Φ
、
そ
の
他
に
依

る
事
を
御
断
り
し
て
置
き
ま
す
。

Ｘ
　
　
　
Ｘ
　
　
　
Ｘ

詳
し
い
話
は
後
の
機
會
に
譲
り
、
比
虎

で
は
直
ち
に
一
八
七
九
年
、
九
月

一
日
り

雲
の
外
に
出
て
あ
る
の
を
見
て
、
勇
躍
突

進
す
る
事
に
な
可
ま
し
た
。
豫
定
で
ｔｔ
そ

の
日
途
中
で
夜
誉
し
、
釜
日
登
頂
す
る
積

り
で
あ
つ
た
の
で
す
。

所
が
ノ
エ
ル
マ
ン
ト
か
ら
も
良
く
解
る

彗
稜
上
端
の
岩
峰
、
第
二
番
目
の
「
歯
」
の

上
ま
で
木
た
時
、
時
間
の
都
合
で
少
し
戻

り
山
稜
上
に
夜
誉
を
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
寒
さ
の
燒
に
殆
ど
眠
る
事
は
出
来
ま

せ
ん
で
Ｌ
た
が
、
釜
朝
限
を
覺
ま
す
と
軽

い
奪
が
降
り
は
じ
め
、
山
頂
は
厚
い
雲
の

研
　
究
　
欄

Ｎ
ゴ
鼻
置
３
け
断
片

吉
　
澤
　
一　
郎

あ
り
来
り
の
二
つ
の
原
因
か
ら
Ｈ
ａ
８
，．

Ｏ
Ｈ
Ｅ
〓
品
を
餘
俵
な
く
さ
れ
て
居
る
今
日

此
頃
、

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
研
究
を
始
め

ま
し
ｒ
。
ど
う
だ
汽
車
賃
は
か
ヽ
ら
な
い

の
だ
か
ら
少
Ｌ
遠
つ
ば
し
り
を
し
て
や
れ

と
、
白
笏
の
矢
を
立
て
た
の
が
比
の
山
で

し
た
。
家
が
山
岳
倉
の
間
書
室
の
近
く
な

の
で
例
の
小
澤
さ
ん
か
ら
出
勘
簿
云
々
を

云
は
れ
る
位
通
つ
て
は
ア
ル
バ
イ
ン
ジ
ヤ

ー
ナ
ル
に
讀
み
耽
つ
て
居
ま
す
。
そ
れ
に

浦
松
氏
と
か
松
方
氏
と
い
ふ
賞
際
の
組
瞼

家
が
色
々
、
開
暇
な
時
に
は
話
し
て
下
さ

る
の
で
、
本
の
上
で
は
解
ら
ぬ
細
か
な
貼

が
は
つ
き
り
し
て
、
大
憂
都
合
も
よ
く
．

感
謝
も
し
て
居
る
次
第
な
の
で
す
。
研
究

の
ケ
の
字
に
も
行
つ
て
な
い
今
頃
か
ら
こ

ん
な
事
を
書
く
の
慣
鳥
滸
が
ま
し
い
話
で

す
が
日
頃
の
固
々
し
さ
を
曝
け
出
し
て
、

貴
重
な
紙
面
を
汚
す
事
に
し
ま
し
た
。

Ｘ
　
　
　
Ｘ
　
　
　
Ｘ

Ｎ
ゴ
ニ
（鴨
””
と
云
へ
ば
誰
で
も
最
初
に

考
へ
る
の
が
＞
・り
〓
ｃ
ヨ
〓
ｑ
】
で
越
う
ｏ

然
し
私
に
は
ど
う
し
て
も
〓
「
８
訂
〓
の

方
に
好
意
が
持
て
ヽ
な
ら
な
い
の
で
す
。

成
程
マ
ツ
メ
リ
ー
は
色
々
素
晴
し
い
新
登

事
務
所
移
韓
通
知

東
京
市
芝
Ｅ
琴
平
町

一
番
地
五
琥

不
二
屋
ビ
ル
　
一二
０
七
琥

日
　
本
　
山
　
岳
　
盲

振
替
東
京
四
八
二
九
番

昭
和
八
年

一
月
一
日
よ
り
、
従
来
の
芝
Ｅ
高
輪
南
町
三
〇
番
地
の
本

會
事
務
所
を
右
の
通
り
移
韓
致
し
ま
す
。
依
つ
て
本
含
宛

一
切
の
通
信

は
右
へ
願
ひ
ま
す
。

午
前
二
時
牛
か
ら
始
め
る
事
に
し
ま
す
。

Ｘ
　
　
　
Ｘ
　
　
　
×

三
年
以
来
の
宿
望
を
達
ぜ
ん
も
の
と
ｂ

案
内
者

「
ｏＨ
Ｅ
器
品

及
び
そ
の
友
達
で
あ

る
Ｆ
Ｎ
弩
げ
二
ｏ汗
８
（
及
び
ポ
ー
タ
ー
一
人
）

を
連
れ
て
ペ
ノ
ル
の
ツ
エ
ル
マ
ツ
ト
を
出

た
の
が
前
記
の
時
間
な
の
で
す
。
谷
は
深

く
雲
に
閉
さ
れ
て
居
ま
し
た
が
、　
一
寸
の

機
倉
を
も
取
逃
し
て
は

一
大
事
と
許
り
に

出
か
け
ま
し
た
。
雲
行
き
の
悪
い
篤
、
途

中
シ
ヤ
ン
ー
で

一
眠
り
し
ま
し
た
が
七
時

牛
頃
に
な
つ
て
マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ジ
だ
け
が

中
に
隠
れ
て
居
ま
―
た́
。

斯
く
し
て
其
日
、
諦
め
て
ツ
エ
ル
マ
ツ

ト
に
選
却
し
や
う
と
す
る
途
中
、
ソ
ム
ノ

ト
氷
河
の
上
で
マ
ジ
メ
リ
ー
の

一
行
と
出

會
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ン
エ
ル
マ
ン
ト

に
帰
つ
た
も
の
、
其
の
心
は
既
に
ン
ム
ツ

ト
稜
に
戻
つ
て
居
ま
し
た
。
其
れ
に
マ
ン

メ
リ
ー

（宙
時
は
未
だ
有
名
で
は
な
か
つ

た
）
に
は

、
∪
〓
ミ
の
征
服
者

卜
・
”
日
¨
‥

８
Ｑ
が
従
つ
て
あ
る
の
で
す
。
み
す
ノ
ヽ

此
の
出
し
や
張
り
者
に
貴
い
勝
利
を
譲
つ

て
了
ふ
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
此
の
考
へ
は

又
イ
ム
ゼ
ゾ
グ
に
Ｌ
て
も
同
じ
で
し
た
．

斯
う
し
て
夜
の
十
時
と
い
ふ
に
再
び
元
の

道
を
引
返
し
て
行
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
ｏ

然
し
岡
ひ
は
途
に
住
か

一
時
間
十
五
分

の
差
で
マ
ン
メ
リ
ー
の
勝
利
に
帰
し
ま
し

た
。
賞
を
云
へ
ば
ペ
ノ
ル
は
後
に
彼
の
名

の
附
い
た
ク
ー
ル
ン
ー
ル
の
ほ
ゞ
中
頃
を

横
切
つ
て
か
ら
暫
く
登
つ
て

一
つ
の
パ
ソ

ド
に
注
し
、
其
れ
を
最
初
不
可
能
の
も
の

と
し
て
、
右
上
に
揚
ん
だ
が
之
又
行
き
詰

り
結
局
元
の
パ
ッ
ド
の
所
か
ら
延
び
接
つ

て
ゐ
る
薄
水
に
被
は
れ
た
急
壁
を
登
り
ま

し
た
。
此
虎
で
約
二
時
間
損
を
し
て
居
る

の
で
、
若
し
最
初
か
ら
之
を
突
進
し
て
ゐ

た
な
ら
或
は
勝
は
宙
然
の
資
格
者
の
上
に

輝
く
事
に
な
つ
た
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
ｏ

勝
負
に
は
負
け
た
が
ペ
ノ
ル
の
通
つ
た

ル
ー
ト
は
―
―
た
と
へ
或
る
事
情

（
マ
ン

メ
リ
ー
の
組
が
先
、
印
ち
上
に
行
つ
て
ゐ

る
事
も

一
つ
）
が
あ
つ
て
、
止
む
を
得
ざ

る
に
出
た
結
果
か
も
知
れ
り
が
―
―

マ
ン

メ
リ
ー
の
そ
れ
と
に
比
較
に
な
ら
り
程
因

難
な
も
の
で
あ
つ
た
の
で
す
。

マ
ジ
メ
リ

ー
自
身
は
非
常
に
難
か
し
相
に
云
つ
て
ゐ

る
が
三
日
後
に
彼
の
ル
ー
ト
を
瓶
つ
た

〕
〓
ヨ
〓
”

は
大
し
て
困
難
は
感
じ
て
居

な
い
。
尤
も
ウ
イ
ン
パ
ー
と
競
つ
た
カ
ン

ル
で
さ
へ
も
あ
の

、Ｏ
Ｌ
ａ
①、、
を
非
常
に

大
裂
裟
に
云
つ
て
る
所
を
見
る
と
、
初
登

攀
に
は
あ
る
種
の
錯
覺
が
件
ふ
も
の
で
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
厳
密
に
云
へ
ば
雨

者
と
も
ン
ム
ツ
ト
稜
を
完
全
に
通
つ
て
ゐ

る
課
で
は
あ
り
ま
越
ん
。
所
謂
ペ
ノ
ル
、

タ
ー
ル
ン
ー
ル
と
カ
ン
ル
ス
、
ガ
ン
リ
ー

の
間
に
於
て
ペ
ノ
ル
は
全
然
Ｆ
８
を
登
つ

て
居
ま
す
。
此
の
粘
の
詳
し
い
事
情
も
多

少
書
き
留
め
て
あ
り
ま
す
か
ら
御
望
み
な

ら
御
紹
介
し
て
も
い
ヽ
と
思
ひ
ま
す
が
、
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比
慮
で
は
省
く
事
に
し
ま
す
。

Ｘ
　
　
　
Ｘ
　
　
　
Ｘ

マ
ノ
メ
リ

ー
の
書

い
た

、
〓
Ч

６
〓
ヨ
ｒ

ｒ

，
①
”
ぼ
∽
曽
邑

０
〓
ｏ
跳
ｃ
り、
の
十

一
頁

に
次
の
様
な
文
句
が
あ
り
ま
す
。

・‥
メく
Ｆ
①
”
４
・Φ
【】】Φ
絆
用
）の
コ
デ
”
】】
お
り
”
】（Ч

Ｈ〇一Ｃ
Ｈｏ
いう
∞
”
”
口
●
Ｆ
Ｏ”
『魚
ハデ
”一
ハｒ
Φ
ヽ
】】”
Ｑ

鮨
ｏ
ｍ
】Ｌ
（ｏ】Ч
　
”
げ
”
”
魚
〇
●
●“
　
ハげ
ｏ
　
Ｈ】Ｑ
∞
０

Ｈ
Ｏ
Ｃ
（
〇
ヽ
‥
・
‥

之
に
依
れ
ば
ペ
ノ
ル
は
マ
ン
メ
リ
ー
に

リ
ツ
ジ
ル
ー
ト
を
全
然
放
葉
し
た
と
語
つ

すこ
事
に
な
り
ま
す
が
、
の
選
す
す

「
”１
鍵

は
之
を
不
可
解
な
事
と
し
て
居
ま
す
、
何

と
な
れ
ば
ペ
ノ
ル
の
報
告
に
は
何
等
特
別

の
困
難
に
就
て
書
か
れ
て
居
な
い
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

街

同
鮎
ヨ

，
こ

∪
襲
〓
∽ｏ
・
卿
の
手
記
の

中
に
ｂ
ｒ
Ｔ

『
鶴
ご
【
の
言
と
し
て
次
の

様
な
事
が
引
用
さ
れ
て
居
ま
す
。

「
此
の
ル
ー
ト
を
最
初
に
や
ら
う
と
考

へ
歯
ま
で
の
可
能
性
を
指
示
し
た
の
は
マ

ジ
メ
リ
ー
で
は
な
く
ペ
ノ
ル
で
あ
つ
すこ
。

ペ
ノ
ル
は
充
分
の
資
格
も
あ
り
、
初
登
攀

を
も
や
り
得
た
の
で
あ
ら
う
が
、
マ
ン
メ

リ
ー
は
男
ら
Ｌ
く
な
い
と
い
ふ
事
は
な
い

が
其
れ
に
割
込
み
、
ベ
ノ
ル
の
分
役
の
営

然
の
成
果
を
盗
み
と
つ
て
了
つ
すこ
」
と
。

之
に
対
し
て
は
勿
論
種
々
異
論
が
あ
り

ま
す
。
人
の
行
鶯
又
は
人
格
を
批
剣
す
る

事
は
餘
程
考
へ
れ
ば
な
ら
り
事
な
の
で
す

偶
令
自
己
が
最
も
信
頼
す
る
者
の
言
だ
と

て
、
其
の
言
葉
の
み
を
採
つ
て

一
人
の
人

間
を
片
附
け
ｔ

了
ふ
と
い
ふ
事
は
早
計
と

云
は
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
私
は
只
、
第

二
者
の
立
場
か
ら
、
ペ
ノ
ル
の
方
に
同
情

を
す
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

（
七

　ゝ
一
一
、
五
）

食
料
の
研
究

昨
夏
よ
り
今
夏
に
至
る
一
年
間
、
彗
漢

中
に
種
々
の
食
料
品
及
び
温
度
計
を
埋
め

て
観
察
し
た
る
結
果
を
何
等
か
の
御
参
考

の
鶯
に
も
と
御
通
知
申
上
候
。

場
所
―
―
穂
高
小
屋
よ
り
六
七
十
米
下

の
潤
澤
雲
漢
。
埋
没
Ｉ
Ｉ
上

九
二

一
年
八

月
。
雪
漢
を
約

一
五
尺
掘
り
下
げ

（
地
面

の
露
出
す
る
迄
）
後
記
の
物
品
を
埋
む
。

雲
漢
の
底
約

一
人
は
帝
氷
に
て
打
詳
く
。。

表
面
の
彗
溶
け
て
零
と
な
り
て
彗
漢
の
底

に
滴
下
す
る
を
認
む
。
登
掘
―
―
上

九
二

二
年
八
月
。
埋
没
物
品
‐―
―
温
度
計
、
動

物
性
食
料
品

（牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
及
び
鮮

魚
）
。　
植
物
性
食
料
品

（
果
賞
、
野
薬
等

約
十
種
）
。
　
飲
料

（
酒
類
ゝ
味
淋
、
カ
ル

ビ
ス
等
の
瓶
詰
）。
　
英
子
若
千
。
以
上
を

パ
ラ
フ
イ
ジ
紙
に
包
み
、　
一
部
は
其
住
、

他
は
更
に
茶
筒
に
入
れ
た
り
。

結
果
―
―
瓶
詰
の
飲
料
に
は
憂
化
無
く

サ
イ
ダ
ー
の
如
き
は
開
織
時
に
良
く
泡
立

つ
。
焼
計
、
味
淋
は
非
常
に
美
味
と
な
る

由
。
動
物
性
物
品
及
び
植
物
性
物
品
は
全

く
腐
敗
し
甚
し
き
に
原
形
を
止
め
ざ
る
も

の
あ
り
。
几
て
茶
簡
に
入
れ
た
る
も
の
は

共
の
中
に
存
在
す
る
空
気
の
鶯
か
腐
敗
ぜ

る
程
度
著
し
。
殊
に
山
葵
は
茶
筒
中
の
も

の
は
腐
敗
越
る
も
雲
中
に
其
盤
埋
め
た
る

も
の
は
壺
芽
越
る
を
見
る
。
腐
敗
菌
ほ
通

常
の
種
類
に
し
て
特
殊
の
も

の
を
認

め

す
。
キ
ヤ
ラ
メ
ル
は
全
く
溶
け
去
り
て
箱

の
み
残
る
。
鼓
に
興
味
あ
る
は
温
度
計
に

し
て
場
所
を
異
に
せ
る
二
笛
は
各
々
最
低

住
に
零
下
三
度
及
び
零
下

一
、
五
度
を
示

す
。
因
に
尾
根
の
岩
間
に
置
き
た
る
も
の

は

（雲
に
て
蔽
は
る
ゝ
場
所
）
零
下
十
三

度
、
穂
高
小
屋
軒
下
零
下
十
八
度
を
示
ぜ

り
。
積
彗
の
歴
力
の
燒
に
茶
筒
の
破
壌
す

る
が
如
き
現
象
に
認
め
得
ざ
り
し
も
溶
水

が
外
部
よ
り
灘
入
し
て
其
の
鶯
に
一
暦
腐

敗
を
助
け
た
る
跡
歴
然
た
り
。
埋
没
物
は

一
年
間
に
於
て
移
動
し
た
る
形
跡
な
し
。

（
長
澤
佳
熊
）

山

の
沿

息

虹

芝

寮

上
越
國
境
茂
倉
岳
東
麓
芝
倉
澤
出
合
に

新
ら
し
い
山
小
屋
が
建
設
さ
れ
た
。
所
有

管
理
東
京
吉
諄
寺
成
渓
高
等
學
校
不
言
含

旅
行
部
。
木
造
ト
タ
ゾ
葺
き
二
階
建
二
十

坪
定
員
二
十
名
。
合
宿
期
間
を
除
き

一
般

に
公
開
。
使
用
料

一
般
登
山
者

一
泊
五
十

錢
。
學
齢
未
満
の
者
無
料
。
食
料
を
除
き

寝
具
燃
料
炊
事
異

一
切
を
備
ふ
。
希
望
者

は
豫
め
屈
出
を
要
す
。
但
し
今
年
中
に
準

備
の
篤

一
般
使
用
謝
維
。

茂
倉
の
岩
場
へ
、
清
水
峠
を
中
心
と
す

る
ス
キ
ー
の
山
に
、
根
擦
地
が

一
つ
精
し

た
課
。
党
員
設
計
間
に
ょ
る
と
．
木
造
の

堅
牢
な
も
の
で
、
深
彗
地
の
鶯
に
三
階
よ

り
入
る
設
備
も
あ
る
。
白
樺
小
た
の
前
例

が
あ
る
や
う
に
、
ル
ジ
ペ
ジ
の
入
に
注
意

せ
ら
れ
度
Ｌ
。

縁
樹
山
荘

東
北
五
色
温
泉
の
奥
、
青
木
ス
キ
ー
小

屋
の
隣
に
、
六
華
タ
ラ
プ
で
今
秋
ス
キ
ー

ヒ
ユ
ッ
テ
を
新
設
し
た
。
十
月
十
七
日
が

小
屋
開
き
で
、
本
含
よ
り
根
有
恒
氏
が
臨

席
し
て
ゐ
る
。
木
造
二
階
建
十
八
坪
。

ス
キ
ー
置
場
に
充
分
の
面
積
あ
り
、
便

所
は
三
ケ
所
、
浴
槽

一
坪
、
炊
事
室
と
リ

ピ
ン
グ
ル
ー
ム
と
の
匡
別
、
寝
室
は
カ
ー

テ
ジ
に
て
適
常
に
分
割
し
得
る
等
、
設
計

同
に
よ
る
想
像
な
が
ら
、
使
ひ
ょ
い
小
屋

と
思
ふ
。
但
し

一
般
に
は
公
開
さ
れ
な
い
ｏ

乗
鞍
に
新
し
い
ヒ
ユ
ツ
テ

乗
鞍
岳
の
七
合
目
金
山
手
と
位
の
原
間

に
去
る
五
月
中
か
ら
本
年
の
各
山
を
め
ざ

し
て
竣
工
を
急
い
で
ゐ
た
乗
鞍
岳
ス
キ
ー

小
屋
が
今
回
全
く
竣
工
し
内
部
の
設
備
も

立
派
に
出
来
上
つ
た
。
位
置
は
冷
泉
小
屋

を
上
る
事
約
十
分
で
到
着
し
純
然
た
る
ス

キ
ー
小
屋
と
し
て
現
れ
た
詳
で
枚
容
人
員

百
名
の
大
規
模
な
も
の
で
浴
槽
と
完
備
し

た
乾
燥
室
ま
で
備
に
つ
て
あ
る
。
外
兄
は

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
市
誉
キ
ヤ
ム
プ
を
員

似
て
ロ
ツ
グ
を
縦
に
合
せ
た
三
階
建
の
ス

マ
ー
ト
な
も
の
、
こ
の
ス
キ
ー
小
屋
の
完

成
に
依
つ
て
乗
鞍
ス
キ
ー
場
に
於
け
る
尾

根
、
佐
ノ
原
、
金
山
李
Ｄ
番
所
の
四
夕
所

が
完
全
に
結
ば
れ
た
詳
で
各
山
愛
好
者
か

ら
歓
喜
を
以
て
迎
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら

う
。
街
此
小
屋
の
経
誉
者
１１
宙
所
の
菊
屋

主
人
齋
藤
氏
で
工
費
約
二
千
三
百
同
を
費

し
た
る
由
（
信
濃
毎
日
所
載
）

登
山
口
便
リ

甲
斐
駒
嶽
、
駒
城
村
　
定
期
自
動
車
韮

時
騨
柳
澤
間
賃
金
四
十
五
錢
。
日
野
春
瞬

牧
ノ
原
間
徒
歩
、
同
所
柳
澤
間
十
五
錢
。

横
手
駒
ケ
嶽
神
祀
前
宮
祗
務
所
　
一
般

宿
泊
に
應
す
、
宿
泊
料
三
食
付

一
回
自
炊

四
十
錢
。

第
二
屏
風
小
屋
　
紅
誉
駒
嶽
神
融
々
務

所
宿
泊
料
三
食
付

一
回
二
十
錢
、
自
炊
四

十
錢
、
収
容
五
十
名
（山
日
記
追
補
訂
正
）

上
高
地
の
自
動
車
道

従
来
中
ノ
湯
ま
で
通
し
て
ゐ
た
自
動
車

道
は
今
秋
澤
人
大
正
池
間
を
接
張
工
事
し

て
ゐ
る
。
専
用
道
路
と
か
で
。
澤
人
中
の

湯
間
を
獨
占
し
て
ゐ
た
松
筑
自
動
車
の
横

暴
は
苦
々
し
い
事
だ
。
末
夏
は
縣
誉
道
路

と
な
り
、
自
動
車
は
大
正
池
ま
で
入
り
ゝ

料
金
も
安
く
な
る
由
。

上
高
地
の
ホ
テ
ル

話
題
の
中
心
に
な
つ
て
ゐ
た
上
高
地
の

ホ
テ
ル
新
設
は
今
秋
可
成
り
具
性
化
し
て

来
すこ
。
場
所
は
霞
澤
岳
の
下
、
梓
川
左
岸

の
平
三
階
建
、
部
屋
敷
三
十
、
他
に
三
階

数
部
屋
あ
り
、
別
棟
に
て
登
山
者
向
の
宿

泊
所
も
出
来
る
由
。
帝
囲
ホ
テ
ル
の
経
誉

一

で
あ
る
か
ら
立
派
な
設
備
の
あ
る
も
の
が

一

出
来
る
事
と
思
は
れ
る
。
来
春
起
工
、
夏

ま
で
に
は
完
成
の
豫
定
と
開
く
。

登
山
者
へ
潤
詈

各
山
を
目
ざ
す
北
ア
ル
プ
ス
登
山
者
は

昨
年
邊
り
に
比
較
す
る
と
三
倍
近
い
激
肴

で
あ
る
が
之
等
は
何
れ
も
穂
高
連
峰
を
れ

Ｒ
ら

て
猛
烈
な
争
覇
戦
ん
。演
す
る
ら
し
い

が
松
本
螢
林
署
で
は
そ
の
中
心
地
潤
澤
谷

一
帯
は
燃
料
が
少
く
放
置
し
て
お
く
と
自

由
に
立
木
を
伐
採
さ
れ
る
憂
ひ
が
あ
る
の

で
今
年
は
特
に
豫
防
と
登
山
者
を
優
過
す

る
意
味
か
ら
人
夫
を
督
働
し
て
澤
山
薪
を

採
販
ぜ
し
め
岩
小
屋
附
近
へ
運
び
登
山
者

の
た
め
に
無
料
で
自
由
に
使
用
ぜ
し
め
、

又
徳
本
峠
下
白
澤
波
も
の
巡
説
小
屋
を
無

料
で
解
放
す
る
こ
と
に
な
つ
た

（
信
濃
毎

日
所
載
）今

夏
の
登
山
客

今
夏
の
北
ア
ル
プ
ス
登
山
シ
ー
ズ
ン
も

天
候
に
悪
ま
れ
た
ゝ
め
不
況
の
折
に
も
拘

ら
す
意
外
の
盛
況
を
見
せ
て
無
事
務
り
を

告
げ
た
が
、
こ
の
決
算
を
松
本
障
が
登
山

者
カ
ー
ド
に
つ
き
詳
細
に
調
査
を
行
つ
た

タ
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と
こ
ろ
今
シ
ー
ズ
ゾ
中
登
山
者
総
数

一
萬

四
千
二
百
三
十
二
人
で
前
年
同
期
の

一
萬

三
千
五
百
二
十
名
に
比
し
五
分
四
厘
に
亘

る
七
百
十
二
人
の
増
加
を
示
し
た
。
両
し

て
之
が
職
業
別
を
見
る
と
ス
ポ
ー
ン
と
し

て
登
山
が
學
生
か
ら

一
般
に
普
及
し
た
も

の
で
學
と
は
全
部
の
四
割
を
古
め
五
千
六

百
七
十
二
人
次
い
で
多
い
の
は
會
祀
員
の

一
割
七
分
二
千
四
百
八
十
人
、
商
人
が

一

割
五
分
二
千
百
七
十
八
人
ｏ
第
四
位
が
牧

員
で
八
分
五
厘
千
二
百
五
十
七
人
、
次
が

公
吏
で
五
分
に
営
る
七
百
八
十

一
人
、
鐵

道
員
の
二
百
七
十
四
人
、
署
師
百
五
十
四

人
、
農
業
百
七
人
↓
軍
人
が
七
十
八
人
、

書
家
五
十
七
人
、
鴬
員
屋
三
十
八
人
等
で

あ
る
。
（
信
濃
毎
日
所
載
）

本
書
駒
ケ
岳
遭
難
事
情

昨
年
十

一
月
初
旬
ｂ
木
曾
駒
ケ
岳
に
行

方
を
断
つ
た
大
阪
工
業
大
學
々
生
井
戸
廣

正
、
同
學
専
門
部
卒
業
生
中
川
定
治
雨
君

の
選
骸
が
本
年
八
月

一
日
ｂ
奈
良
井
御
料

林
白
川
谷
（行
者
岩
東
方
の
谷
）
内
に
於
て

木
曾
山
岳
會
樋
口
朝

一
氏
に
よ
つ
て
資
見

せ
ら
れ
た
。

同
大
學
山
岳
部
が
昨
年
捜
索
情
況
を
記

し
て
麦
行
し
た

「
木
曾
駒
に
友
を
すこ
づ
れ

て
」
の
績
編
と
し
て
本
年
九
月
登
行
し
すこ

「
井
戸
、
中
川
雨
君
の
‐遭
難
事
情
」
に
よ

る
と
恐
ら
く
雨
君
は
十

一
月
四
日
早
朝
三

ノ
澤
岳
に
向
ひ
、
費
飢
を
正
午
頃
通
過
、

一
時
牛
頃
伊
那
小
合
を
径
て
登
山
道
よ
り

白
川
谷
に
下
り
た
が
意
外
の
難
場
と
悪
天

候
に
途
に
力
轟
き
た
も
の
と
思
は
れ
る
と

あ
る
。
何
れ
詳
細
は
「
山
岳
」
に
変
表
の
豫

定
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
菅
雄

第
四
ロ
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
・
呂

キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ヨ
ン

一
九
二
四
年
の
第
二
回
エ
キ
ス
ペ
デ
イ

シ
ヨ
ン
以
来
中
絶
せ
ら
れ
て
ゐ
た
エ
プ
エ
一

ン
ス
ト
登
攀
の
計
豊
は
来
年
更
め
て
行
は

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
尤
も
此
の
間
、
ア

ル
パ
イ
ッ
●
ク
ラ
プ
と
ロ
イ
ヤ
ル
●
ジ
オ
グ

ラ
フ
イ
カ
ル
●
ソ
サ
エ
テ
イ
ー
と
を
中
心

と
し
て
辻
ら
れ
て
ゐ
た
エ
プ
エ
ン
ス
ト
委

員
會
は
存
練
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
試

み
が
今
日
迄
な
さ
れ
な
か
つ
た
主
すこ
ろ
理

由
は
チ
ベ
ン
ト
ヘ
の
人
國
の
許
可
が
得
ら

れ
な
か
つ
た
か
ら
な
の
で
あ
つ
た
。
従
つ

て
委
員
會
は
時
々
事
情
に
應
じ
て
チ
ベ
ノ

ト
政
府
に
許
可
を
乞
ふ
て
ゐ
た
の
が
、
今

回
許
さ
れ
た
わ
け
な
の
で
あ
る
。

第
四
回
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ヨ
ジ
を
明

一
九
二
三
年
に
行
ふ
と
の
こ
と
は
、
前
述

の
二
圏
盤
の
代
表
者
の
名
に
於
い
て
九
月

二
日
附
に
変
表
ぜ
ら
れ
、
同
日
の

「
タ
イ

ム
ス
」
に
は
サ
ー
●
フ
ラ
ン
シ
ス
●
ヤ
ン
グ

ハ
ス
パ
ッ
ト
の
之
に
開
す
る
特
別
寄
稿
が

掲
げ
ら
れ
すこ
。

費
用
は
第

一
回
の
時
に
募
集
ぜ
ら
れ
た

五
千
務
が
そ
の
儘
使
用
ぜ
ら
れ
る
。
と
い

ふ
の
は
之
等
の
三
回
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
シ

ヨ
ン
は
そ
の
都
度
、
出
版
そ
の
他
に
よ
つ

て
賞
費
が
回
収
越
ら
れ
て
ゐ
た
ゝ
め
．
之

丈
け
の
金
額
が
そ
の
儘
委
員
會
の
手
に
残

さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
今
回
は

更
め
て
費
用
を
募
集
す
る
の
撃
に
は
出
な

除
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
ヒ
ユ
ー
●
ラ

ツ
ト
ン
ン
デ
が
選
ば
れ
た
。
此
の
人
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
於
け
る
経
歴
に
つ
い
て
は
、
今

日
迄
此
の
方
面
の
登
攀
に
若
千
の
注
意
を

排
つ
て
ゐ
た
人
は
、
何
人
も
承
知
し
て
ゐ

ら
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
名
は
特
に
か

の
ナ
ン
ダ
●
デ
ヴ
イ
と
共
に
想
起
電
ら
れ

る
。
彼
の
人
と
な
り
、
並
に
エ
キ
ス
ペ
デ

イ
シ
ヨ
ン
の
経
歴
に
つ
い
て
は
ゝ
彼
と

一

九
二
七
年
の
ナ
ゾ
ダ
●
デ
ザ
イ
の
行
を
共

に
し
た
ド
ク
タ
ー
・
ロ
ツ
タ
ス
タ
ン
フ
が

九
月
九
日
の
「
タ
イ
ム
ス
」
に
詳
細
に
書
い

て
ゐ
る
。
Ｉ
●Ｃ
●Ｓ
と
し
て
の
比
の
人
の

印
度
に
於
け
る
全
般
的
紅
瞼
と
土
地
の
人

か
ら
受
け
て
あ
る
信
用
並
に
彼
の
数
度
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ヨ
ン
は
ノ

ー
ト
ゾ
無
く
ジ
オ
フ
ン
ー
●
プ
ル
ー
ス
な

き
―
ロー
比
の
二
人
は
共
に
軍
務
の
た
め
今

回
の
行
に
加
は
る
こ，と‐
が
出
来
な
か
つ
た

ラ
ツ
ト
ン
ツ
プ
は
此
の
二
人
が
愈
々
望
み

な
し
と
決
つ
て
始
め
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
責
任
を
引
受
け
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

ｌ
ｌ
ｌ
後
の
比
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ジ
に

と
つ
て
は
、
誠
に
重
大
な
役
割
を
演
す
る

で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
行
の
姓
名
は
後
に
至
つ
て
久
の
如
く

凌
表
ぜ
ら
れ
た
。
何
れ
も
ア
ル
パ
イ
ジ
・
タ

ラ
プ
の
少
壮
登
山
家
で
あ
る
。

Ｆ
●Ｓ
●
ス
マ
イ
ス
　
Ｊ
●Ｅ
・Ｈ
・
プ
ー

ス
テ
ン
ド
　
Ｊ
●
パ
ー
ニ
Ｉ
　
Ｃ
●Ｇ
●
ク

ロ
ウ
フ
オ
ー
ド
　
Ｗ
ス

リ
ス
　
Ｊ
●
ロ
ッ

グ
ラ
ン
ド
　
Ｎ
●
オ
ア
ル
　
Ｅ
・０
・
シ
エ

プ

ベ
ヤ

Ｉ
　
Ｅ
●
Ｅ

●
シ
ツ
プ
ト

ジ
　
Ｃ

●

Ｒ
●グ
リ
ー
ジ
　
Ｗ
●
マ
ツ
タ
リ
ー
ジ

以
上
十

一
人
で
あ
る
。
以
前
の
エ
キ
ス

ペ
ア
イ
シ
ヨ
ン
に
加
つ
た
者
は
タ
ロ
ツ
フ

オ
ー
ド
、
オ
デ
ル
、
シ
エ
プ
ベ
ヤ
ー
の
三

人
で
あ
る
。
そ
の
他
ロ
ジ
グ
ラ
ン
ド
を
除

く
紬
て
の
名
に
カ
ゾ
チ
エ
ン
ジ
ヤ
ン
ガ
、

ヵ
メ
ッ
ト
、
そ
の
他
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
或
は
ア

フ
リ
カ
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ジ
に
よ
つ

て
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
、

マ
ッ
ク
リ
ト
ン
ニ
人
は
主
と

し
て
讐
療
に
専
任
す
る
と
の
豫
定
で
あ
る

年
齢
か
ら
云
へ
ば
、
リ
ー
ダ
ー
の
ラ
ノ

ト
ン
ン
ジ
、
ク
ロ
ツ
フ
オ
‥
ド
、
ジ
エ
プ

ベ
ヤ
ー
を
除
く
全
部
四
十
に
ま
だ
遠
い
年

配
で
あ
る
。
理
想
か
ら
云
へ
ば
二
十
か
ら

鉄
り
出
て
ゐ
な
い
あ
た
り
を
希
望
し
て
ゐ

た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
ｂ
組
瞼
の
方
面
の

顧
慮
が
若
千
平
均
年
齢
を
上
げ
し
め
すこ
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
。

ャ
ゾ
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
な
ど
の
書
き
ぶ
り

か
ら
察
し
て
今
回
の
行
に
酸
素
吸
入
器
を

携
帯
す
る
か
ど
う
か
に
相
常
疑
間
と
思
は

れ
る
。

何
れ
に
し
て
も

一
行
は

一
月
初
旬
印
度

に
向
つ
て
出
産
し
、
五
月
に
最
後
の
登
攀

に
か
ヽ
る
豫
定
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。エ

キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ヨ
ン
の
事
務

一
切
に

ジ
オ
グ
ラ
フ
イ
カ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
イ
ー
内

の
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト
委
員
會
の
手
に
よ
つ
て

虎
理
ぜ
ら
れ
る
。

會

員

通

信

白
山
の
山
小
屋

加
賀
自
山
高
飯
場
跡
に
暫
定
的
な
が
ら

積
彗
期
使
用
を
目
的
と
す
る
山
小
屋
が
今

秋
建
設
さ
れ
た
。
根
擦
地
を
高
め
た
事
と

ス
キ
ー
練
習
の
適
地
で
あ
る
貼
で
よ
る
こ

ば
れ
る
。
位
置
は
夏
道

一
九
〇
〇
米
の
別

常
谷
に
面
し
．
三
間
二
間
牛
、
茅
葺
、
入

口
雨
端
に
あ
り
、
内
部
ト
タ
ジ
張
、
中
央

三
尺
巾
の
土
間
が
麺
じ
。
収
容
十
五
名
位
。

所
有
白
山
振
興
含
、
保
管
市
ノ
瀬
永
井
喜

市
郎
。
今
各
は
同
含
に
て
米
若
千
俵
、
木

炭
約
十
俵
、
布
回
二
十
枚
備
付
の
豫
定
。

特
来
は
改
築
す
る
模
様
な
る
も
、
こ
ゝ
数

年
は
充
分
使
用
可
能
と
思
は
れ
る
。

中
野
正
英

穂

高

ヘ

池
の
不
に
新
ら
し
く
建
つ
た
山
小
屋
敷

地
附
近
の
積
彗
標
を
見
な
が
ら
、
潤
澤
か

Ь
小
屋
へ
登
り
ま
し
た
。
大
滋
小
屋
を
降

り
奥
穂
高
を
中
心
と
し
「
そ
れ
が
ら
自
出

澤
を
右
供
へ
下
り
槍
不
か
ら
奥
丸
山
附
近

に
遊
び
槍
肩
に
上
り
、
天
上
澤
か
ら
下
つ

て
き
ま
し

，こ
。
湯
洪
出
合
の
小
屋
に
は
大

き
な
ょ
い
温
泉
浴
槽
が
出
来
て
ゐ
ま
す
。

一
〇
、
二
七
　
湯
供
温
泉
に
て
冠
生

銀
山
平
よ
り
尾
瀬
沼
ヘ

銀
山
平
よ
り
只
見
川
を
邊
つ
て
尾
瀬
に

出
て
見
ま
し
た
。
北
ノ
又
川
の
美
し
さ
も

さ
る
こ
と
乍
ら
比
地
方
の
人
逹
の
醇
朴
さ

を
非
常
に
嬉
し
く
思
ひ
ま
し
た
。
鷹
ノ
某

三
丈
ノ
瀧
間
、
温
泉
小
屋
腱
岳
間
の
好
い

登
路
が
今
年
開
か
れ
ま
Ｌ
た
。
前
者
五
時

間
後
者
四
時
間
の
行
程
で
す
。
温
泉
小
屋

は
番
人
常
佳
、
簡
鷹
ノ
某
ょ
り
隧
田
代
に

廻
り
温
泉
小
屋
に
達
す
る
の
は
業
な

一
日

行
程
だ
さ
う
で
す
。

三
溝
貞
之
助

集
全
郵
便
制
採
用
の
件

會
員
各
位
よ
り
の
御
希
望
に
よ
り
明
年

度
よ
り
含
費
の
徴
集
に
集
金
郵
便
制
を
採

用
致
す
事
に
な
り
ま
し
た
か
ら
右
御
合
み

の
上
宜
し
く
御
票
計
ひ
を
願
ひ
ま
す
。

會
員
名
薄
作
成
に
つ
い
て

會
員
名
簿
作
成
の
鶯
、
近
く
御
手
許
に

問
合
ぜ
の
往
復
ハ
ガ
キ
を
差
上
げ
ま
す
か

ら
至
急
御
返
事
下
さ
る
様
御
願
ひ
致
し
ま

す
。

會
員
章
を

つ
け
て
下
さ
い

山
に
登
ら
れ
る
時

小
集
合
に
出
席
さ
れ
る
時

集
會
室
同
書
室
に
来
室
さ
れ
る
時

書
員
章
を

つ
け
て
下
さ
い
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新
刊
固
書
紹
介

チ
ロ
ル
偉
識
集
　
　
　
山
上
雷
鳥
著

黒
百
合
祀
刊
　
頒
側

一
回
二
十
錢

ビ
ジ
か
ら
キ
リ
ま
で
山
と′
山
登
り
の
記

事
で
う
づ
ま
つ
て
ゐ
る
カ
ッ
カ
ン
の
書
物

の
多
い
な
か
に
、
か
う
し
た
柔
か
い
、
無

邪
氣
な
、
肩
の
こ
ら
な
い
讚
み
も
の
だ
け

の
本
が

一
、
二
冊
は
あ
つ
て
も
よ
か
ら
う

千
は
な
い
か
。
こ
れ
は
先
に
出
さ
れ
た
「
ア

ル
プ
ス
偉
説
集
」
と
完
全
な
姉
妹
編
で
同

じ
ヘ
ゾ
ダ
ー
ソ
ゾ
・
カ
ル
バ
ー
ト
の
本
か

ら
販
材
さ
れ
た
チ
ロ
ル
地
方
の
偉
説
と
い

ふ
よ
り
、
む
し
ろ
お
伽
話
と
い
ふ
感
じ
の

物
語
り
四
編
を
あ
つ
め
て
あ
る
。
山
の
高

さ
く
ら
べ
と
か
、
開
山
史
と
か
い
つ
た
山

岳
本
位
の
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
名
に

し
お
ふ
山
岳
地
誉
を
背
景
と
し
た
昔
語
リ

で

「
ロ
ー
ゼ
ゾ
ガ
ル
テ
ン
物
語
」
以
下
、

讀
み
始
め
た
ら
面
白
く
て
手
を
は
な
越
な

い
と
い
ふ
の
も
績
課
の
臭
味
が
毛
ほ
ど
も

な
く
て
、
す
つ
か
り
取
り
こ
な
し
て
あ
る

か
ら
で
、
こ
れ
は
た
ゞ
の
「
岳
人
」
で
は
で

き
な
い
仕
事
で
あ
る
。
山
を
趣
味
と
す
る

人
に
好
個
の
著
作
で
あ
る
が
同
時
に
ま
た

山
そ
の
も
の
に
さ
し
て
感
興
を
も
た
な
い

人
々
に
も
薦
め
て
枕
ば
れ
る
善
き
書
物
で

あ
る
と
信
す
る
。
　
　
　
（
加
納

一
郎
）

山
　
第

一
脱
　
　
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
山
岳
會

昭
和
七
年
十
月
二
十
日
奪
行

婦
人
の
み
に
よ
る
登
山
回
盤
が
こ
の

一

前
年
大
分
出
来
た
様
だ
。
登
山
の
麦
逹
は

誠
に
驚
く
べ
き
だ
。

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
山
岳
合
は
之
等
婦
人
登
山
口

性
の
中
で
も
最
も
日
覺
し
い
活
躍
を
Ｌ
て

ゐ
る
も
の
で
、
含
報
「
山
」
に
満

一
年
間
の

報
告
で
あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
の
初
各

（
中

村
）
初
各
の
常
念
（
三
田
）
二
月
の
自
馬
岳

（
黒
田
）
雲
の
上
越
関
境
（森
岡
）恭
の
仙
倉

山
（
中
村
）
立
山
、
飢
岳
の
生
活
パ
鳥
山
吉

端
）笛
吹
川
東
澤
湖
行
（
竹
内
）
な
ど
儒
夫

を
起
た
し
む
る
に
充
分
の
も
の
で
あ
る
。

筒
同
會
の
今
後
の
華
々
し
い
活
躍
を
期

待
す
る
と
共
に
、
山
を
中
心
と
す
る
女
性

の
集
り
が
よ
く
融
和
し
て
永
久
に
績
か
れ

ん
事
を
希
望
す
る
。
　
　
　
（
Ｓ
●Ｔ
）

「
登
山
と
ス
キ
ー
」

十

一
競
、
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
祗
変
行
　
百

二
十
五
頁
　
定
佃
五
十
錢

内
容
　
　
初
登
攀
を
語
る
―
―
初
登
山

に
寄
す
（
今
西
）想
ひ
出
（佐
藤
久

一
郎
）小

槍
と
中
山
彦

一
（
平
賀
）
初
期
の
北
海
道
の

各
山
（
加
納
）
一
九
二
四
年
に
於
け
る
積
雲

期
の
白
根
三
山

（桑
原
）
瀧
澤
谷
の
通
憶

（
四
谷
）
上
越
線
全
通
以
前
（角
田
）
。
ア
ル

プ
ス
登
山
史
（
小
出
博
）。
日
本
で

一
芥
早

く
滑
れ
る
ス
キ
ー
地
―
‐―
富
士
山
（
小
林
）

立
山
（
相
山
）
白
馬
（
小
笠
原
）
乗
鞍
と
御
岳

（
高
田
）
。
各
期
の
人
ケ
岳
Ｄ
赤
岳
鍍
泉
を

中
心
と
し
て
（
中
村
知

一
）
其
他

「
山
と
撲
谷
一

十
六
競
　
山
と
漢
谷
祗
　
百
三
十
九
頁

定
側
五
十
錢
　
内
容
　
　
奎
潟
の
山
岳

―
―
斑
溝
の
山
岳
と
登
山
界
（伊
藤
彦

一
）

大
覇
尖
山
・
次
高
山
の
縦
走
（北
田
正
三
）

＋
尾
高
原
に
就
て
、
主
と
し
て
地
形
學

的
考
察
（寺
元
正
見
）。
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
と

こ
ろ
た
ヽ
（
岡
本
信
三
）
。
紀
行
Ｉ
Ｉ
・利
根

水
源
湖
行
記
´
大
町
周

一
郎
）
中
央
ア
ル
プ

ス
の
縦
走
を
語
る

（
マ
ン
ー
●
ウ
オ
ル
ト

ジ
）
氷
の
山
に
就
て
（
三
日
月
直
之
）
其
他

〓

角

黙

第
十

一
軒
　
フ
ア
ガ
ス
ク
ラ
プ

水
長
澤
に
文
珠
菩
陸
を
探
る

（
荻
島
四

雄
）

マ
ナ
イ
タ
ン
ラ
谷
試
登
（
馬
渡
務
）

ア
ル
バ
イ
ン
・
カ
レ
ン
ダ
ー

山
と
漢
谷
融
残
行
　
Юｏ
・α
ｘ
Ｎ
卜，
Ｆ

定
債

一
同
二
十
錢

昨
年
同
離
出
版
の
ア
ル
パ
イ
ン
カ
ン
ゾ

ダ
ー
は
、
初
め
て
の
試
み
で
も
あ
つ
すこ
Ь

う
が
色
々
の
快
鮎
が
日
に
つ
い
て
、
外
国

の
も
の
に
比
べ
て
未
だ
ノ
ヽ
と
い
ふ
感
が

し
て
な
ら
な
か
つ
た
が
、
今
度
出
版
さ
れ

た
の
を
手
に
し
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
飛

躍
に
先
づ

一
驚
を
喫
Ｌ
た
。

豫
て
川
崎
君
か
ら

『
今
度
は
塚
本
間
治

さ
ん
が

一
肌
つ
い
で
製
版
と
印
刷
に
常
つ

て
下
さ
る
さ
う
で
す
か
ら
』
と
き
い
て
ゐ

た
の
で
、
不
炒
期
待
し
て
ゐ
た
詳
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
裏
切
ら
れ
す
に
済
ん
だ
こ
と

は
甚
だ
嬉
し
い
。
事
責
前
年
と
は
全
く
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
努
力
の
跡
が
見
え
る

性
裁
も
垢
抜
け
し
て
き
た
。
用
紙
は
ア
ー

ト
ベ
ー
パ
ー
、
寛
員
は
網
版
に
な
リ
サ
イ

ズ
も
カ
ビ
ネ
型
に
統

一
さ
れ
、　
一
過

一
頁

で
篤
〕異
一
枚
宛
に
な
つ
すこ
こ
と
は
最
も
良

い
。
之
な
ら
海
外
へ
の
購
り
も
の
と
し
て

も
、
そ
ん
な
に
選
け
め
を
感
じ
な
い
で
す

む
。
併
し
題
材
の
選
定
、
製
版
、
印
刷
等

の
技
術
に
未
だ
充
分
研
究
の
餘
地
が
あ
る

こ
と
ヽ
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
来
年
度
に
於

て
は
今

一
居
立
派
な
も
の
に
せ
ら
る
ヽ
様

希
望
す
る
女
第
で
あ
る
。
　
（
神
谷
恭
）

新
刊
地
固
紹
介

十
石
峠
（
昭
和
四
年
要
部
修
正
）

餘
地
峠
―
勘
能
が
従
来
に
縣
道
に
な
つ

て
ゐ
た
が
聯
路
に
訂
正
。

熊
倉
―
大
上
峠
の
小
径
が
績
く
。

紳
流
川
上
流
坂
下
―
十
石
峠
が
聯
路
に

訂
正
。
街
途
中
の
一
軒
家
が
三
軒
と
な
り

水
ノ
戸
の
名
繊
入
る
。

磐
戸
―
盟
ノ
澤
峠
―
坂
下
―
濱
不
に
林

用
馬
車
軌
道
補
入
。

小
倉
山
が
御
座
山
と
訂
正
。

海
ノ
ロ
ー
梓
山
が
縣
道
と
訂
正
。

蓼
科
山
（
昭
和
四
年
要
部
修
正
）

標
題
に
「
タ
テ
シ
ナ
ヤ
マ
」
と
偶
名
が
附

さ
れ
た
。

芦
田
よ
り
矢
ケ
時
に
至
る
従
来
の
小
径

が
縣
道
と
な
る
。

右
邁
路
に
添
ふ
蓼
科
牧
場
無
ぐ
な
る
。

二
子
池
が
双
子
池
と
改
ま
る
。

夏
澤
峠
、
天
狗
岳
間
の
二
五
人
Ｏ
Ｍ
の

峰
に
根
石
岳
の
名
稗
附
ぜ
ら
る
。

八
那
池
よ
り
本
澤
温
泉
に
至
る
道
が
訂

正
さ
れ
、
精
子
小
屋
及
牧
場
の
印
入
る
。

槍
ケ
岳
（
昭
和
五
年
修
正
測
固
）

相
常
種
々
の
鮎
が
修
正
さ
れ
た
が
、
先

づ
新
載
道
路
と
し
て
は

五
色
原
―
薬
師
―
三
供
蓮
華
岳

三
供
蓮
華
岳
―
鳥
帽
子
―
針
ノ
木
峠

三
俣
蓮
華
岳
―
槍
ケ
岳

双
六
岳
―
笠
岳

大
天
丼
岳
―
槍
ケ
岳

高
瀬
川
―
水
供
川
―
天
上
澤
―
東
鎌

燕
岳
―
ロ
シ
澤
―
高
瀬
川

東
澤
―
中
房
温
泉

中
房
温
泉
―
燕
山
井
（
訂
正
）

燕
山
荘
―
燕
岳
―
東
澤
乗
越
ｌ
餓
鬼
岳

二
供
小
屋
場
―
横
通
岳
―
常
念
岳

登
山
小
合
と
し
て
は
上
ノ
岳
、
黒
部
五

郎
、
三
操
蓮
華
、
鳥
帽
子
、
殺
生
、
肩
、

ス
ゴ
、
東
澤
乗
越
ｂ
湯
供
等
が
新
た
に
記

一

人
さ
れ
た
が
双
六
小
屋
の
な
い
の
は
如
何

一

し
た
の
だ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

次
に
山
名
は
横
鶏
岳
、
南
澤
岳
、
樅
澤

岳
、
双
六
岳
等
が
入
り
、
鷲
勿
岳
、
蓮
華

岳
の
有
名
な
誤
り
が
訂
正
さ
れ
、
水
品
山

が
黒
岳
（
水
品
山
）
、
五
郎
岳
が
野
口
五
郎

岳
、
中
ノ
僕
岳
が
黒
部
五
郎
岳

（
中
ノ
供

岳
）
鈴
ケ
岳
が
槍
ケ
岳
と
な
つ
た
。

街
奥
ノ
李
が
雲
ノ
不
（奥
ノ
不
）
固
恵
谷

が
川
九
里
（
回
恵
）
谷
と
な
り
、
太
郎
兵
術

手
、
五
郎
池
が
新
に
記
入
さ
れ
た
。

地
形
は
高
瀬
川
の
コ
シ
澤
、
北
鎌
尾
根

等
が
大
分
訂
正
さ
れ
、
北
鎌
の
獨
標
二
九

〇
七
が
制
ら
れ
た
。

立
山
（
昭
和
三
年
修
正
測
固
）

主
な
る
新
載
道
路
は
．
藤
橋
―
総
名
小

屋
―
弘
法
小
屋
。
立
山
温
泉
―
室
堂
。

ザ
ラ
峠
―
業
師
岳
。
室
堂
―
別
山
乗
越

―
飢
澤
―
池
ノ
不
―
鐘
釣
。
折
尾
谷
―

十
字
映
。
鳥
帽
子
讐
―
針
ノ
木
峠
―
鹿

島
槍
。
刈
安
峠
―
五
色
ケ
原

等
で
藤
橋
―
立
山
温
泉
、
不
ノ
小
た
―
ザ

ラ
峠
へ
の
道
は
訂
正
さ
れ
た
。

山
小
合
は
総
名
、
弘
法
、
通
分
、
五
色

ケ
原
、
別
山
乗
越
、
蝕
、
池
ノ
不
、
針
ノ

木
峠
、
大
澤
、
種
池
等
記
入
さ
る
。

何
地
名
の
挿
入
は
新
越
乗
越
、
北
葛
岳
、

船
窪
岳
、
大
目
岳
、
丸
山
、
三
窓
彗
漢
、

小
窓
雲
漢
、
長
次
郎
谷
、
不
蔵
谷
Ｄ
」聾
砂

澤
、
タ
ジ
ャ
澤
、　
一
越
、
近
藤
岩
ゝ
仙
人

池
、
二
股
、
十
字
映
、
下
廊
下
、
大
澤
、
赤

石
澤
訂
正
は
鹿
島
槍
が
鹿
島
鈴
と
な
り
．

仙
人
山
と
池
平
山
が
入
り
か
は
り
、
大
日

岳
が
奥
大
日
岳
、籠
渡
場
が
手
渡
場
、
ヌ
イ

タ
谷
が
ヌ
ク
イ
谷
其
他
未
だ
澤
山
あ
る
。

以
上
の
挿
入
及
訂
正
名
に
は
首
肯
し
兼
れ

一
る
多
く
の
鮎
が
あ
る
が
今
こ
ゝ
で
は
述
べ
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